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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月16日(2020.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（１１）と、
　前記圧縮機から吐出された吐出冷媒と外気とを熱交換させる室外熱交換器（１６）と、
　前記室外熱交換器から流出した冷媒を減圧させる冷房用減圧部（１４ｂ）と、
　前記冷房用減圧部から流出した冷媒を蒸発させて、空調対象空間へ送風される送風空気
から吸熱する蒸発器（１８）と、
　前記室外熱交換器から流出した冷媒の流れの一部が前記冷房用減圧部へ向かう流れから
分岐するように接続する分岐部（１３ｅ）と、
　前記分岐部にて分岐した冷媒を減圧させる冷却用減圧部（１４ｃ）と、
　前記冷却用減圧部から流出した冷媒と熱交換させる温調用熱交換部（１９）を有し、前
記温調用熱交換部を通過する冷媒を熱源として、温度調整対象物の温度を調整する温度調
整部（５０）と、
　前記蒸発器から流出した冷媒の流れと前記温度調整部から流出した冷媒の流れとを合流
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させて、前記圧縮機の吸入口側へ導く合流部（１３ｆ）と、
　前記圧縮機から吐出された吐出冷媒を、前記室外熱交換器を迂回して、前記分岐部の上
流側へ導くバイパス通路（２２ａ）と、
　前記バイパス通路に配置され、前記バイパス通路を開閉する第１開閉弁（１５ａ）と、
　前記圧縮機から吐出された吐出冷媒を放熱させる凝縮器（１２）を有し、前記吐出冷媒
を熱源として、前記送風空気を加熱する加熱部（４０）と、
　前記加熱部から流出した冷媒を減圧させると共に、前記室外熱交換器の流入口側へ導く
暖房用減圧部（１４ａ）と、
　前記室外熱交換器から流出した冷媒を、前記蒸発器及び前記温度調整部を迂回して、前
記圧縮機の吸入口側へ導く暖房用通路（２２ｂ）と、
　前記暖房用通路に配置され、前記暖房用通路を開閉する第２開閉弁（１５ｂ）と、を有
し、
　前記送風空気及び前記温度調整対象物を冷却する冷房冷却モードでは、前記室外熱交換
器を放熱器として機能させると共に、前記蒸発器及び前記温調用熱交換部を吸熱器として
機能させ、
　前記温度調整対象物を加熱する対象物暖機モードでは、前記圧縮機から吐出された吐出
冷媒を、前記バイパス通路を介して前記温調用熱交換部へ導き、当該吐出冷媒の有する熱
を熱源として、前記温度調整対象物を加熱し、
　前記対象物暖機モードにおいて、前記加熱部の凝縮器における前記吐出冷媒の放熱量を
最も低い状態に調整する冷凍サイクル装置。
【請求項２】
　前記対象物暖機モードにおいて、前記加熱部の凝縮器における前記吐出冷媒の放熱量を
、前記加熱部にて前記送風空気を加熱して空調対象空間へ送風する暖房モードよりも低く
調整する請求項１に記載の冷凍サイクル装置。
【請求項３】
　前記第１開閉弁を閉状態としつつ、前記暖房用減圧部及び前記冷却用減圧部について、
それぞれ冷媒減圧作用を発揮させ、前記加熱部にて前記送風空気を加熱しつつ、前記温度
調整部にて前記温度調整対象物を冷却する第１暖房冷却モードにおいて、
　前記冷却用減圧部の絞り開度に対する前記暖房用減圧部の絞り開度の開度比を大きくし
て、前記室外熱交換器を放熱器として機能させる冷却優先モードと、
　前記冷却用減圧部の絞り開度に対する前記暖房用減圧部の絞り開度の開度比を小さくし
て、前記室外熱交換器を吸熱器として機能させる暖房優先モードとを実行する請求項１又
は２に記載の冷凍サイクル装置。
【請求項４】
　前記加熱部にて前記送風空気を加熱しつつ、前記温度調整部にて前記温度調整対象物を
冷却する第２暖房冷却モードにおいて、
　前記第１開閉弁を開状態として、前記加熱部から流出した冷媒を前記バイパス通路へ導
き、前記冷却用減圧部にて、前記バイパス通路を通過した冷媒を減圧させて前記温調用熱
交換部を吸熱器として機能させる請求項１ないし３の何れか１つに記載の冷凍サイクル装
置。
【請求項５】
　前記凝縮器は、前記圧縮機から吐出された吐出冷媒と高温側熱媒体とを熱交換させる水
－冷媒熱交換器（１２）であり、
　前記加熱部は、前記水－冷媒熱交換器及び、前記水－冷媒熱交換器にて加熱された前記
高温側熱媒体と前記送風空気とを熱交換させるヒータコア（４２）が接続された高温側熱
媒体回路（４０）にて構成され、
　前記加熱部にて前記送風空気を加熱する単独暖房モードから、前記加熱部による前記送
風空気の加熱と共に前記温度調整部による前記温度調整対象物の暖機を行う暖房暖機モー
ドに切り替える運転条件が成立した際に、前記高温側熱媒体の温度を予め上昇させる請求
項１ないし４の何れか１つに記載の冷凍サイクル装置。
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【請求項６】
　前記温調用熱交換部は、前記冷却用減圧部から流出した冷媒と温度調整側熱媒体とを熱
交換させるチラー（１９）であり、
　前記温度調整部は、前記チラー及び、前記チラーにて温度調整された温度調整側熱媒体
と前記温度調整対象物とを熱交換させる熱交換部（５２）が接続された温度調整側熱媒体
回路（５０）にて構成され、
　前記温度調整部にて前記温度調整対象物を暖機する単独暖機モードから、前記加熱部に
よる前記送風空気の加熱と共に前記温度調整部による前記温度調整対象物の暖機を行う暖
房暖機モードに切り替える運転条件が成立した際に、前記温度調整側熱媒体の温度を予め
上昇させる請求項１ないし５の何れか１つに記載の冷凍サイクル装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　前記目的を達成するため、請求項１に記載の冷凍サイクル装置は、
　冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（１１）と、
　圧縮機から吐出された吐出冷媒と外気とを熱交換させる室外熱交換器（１６）と、
　室外熱交換器から流出した冷媒を減圧させる冷房用減圧部（１４ｂ）と、
　冷房用減圧部から流出した冷媒を蒸発させて、空調対象空間へ送風される送風空気から
吸熱する蒸発器（１８）と、
　室外熱交換器から流出した冷媒の流れの一部が前記冷房用減圧部へ向かう流れから分岐
するように接続する分岐部（１３ｅ）と、
　分岐部にて分岐した冷媒を減圧させる冷却用減圧部（１４ｃ）と、
　冷却用減圧部から流出した冷媒と熱交換させる温調用熱交換部（１９）を有し、温調用
熱交換部を通過する冷媒を熱源として、温度調整対象物の温度を調整する温度調整部（５
０）と、
　蒸発器から流出した冷媒の流れと温度調整部から流出した冷媒の流れとを合流させて、
前記圧縮機の吸入口側へ導く合流部（１３ｆ）と、
　圧縮機から吐出された吐出冷媒を、室外熱交換器を迂回して、分岐部の上流側へ導くバ
イパス通路（２２ａ）と、
　バイパス通路に配置され、バイパス通路を開閉する第１開閉弁（１５ａ）と、
　圧縮機から吐出された吐出冷媒を放熱させる凝縮器（１２）を有し、吐出冷媒を熱源と
して、送風空気を加熱する加熱部（４０）と、
　加熱部から流出した冷媒を減圧させると共に、室外熱交換器の流入口側へ導く暖房用減
圧部（１４ａ）と、
　室外熱交換器から流出した冷媒を、蒸発器及び温度調整部を迂回して、圧縮機の吸入口
側へ導く暖房用通路（２２ｂ）と、
　暖房用通路に配置され、暖房用通路を開閉する第２開閉弁（１５ｂ）と、を有し、
　送風空気及び温度調整対象物を冷却する冷房冷却モードでは、室外熱交換器を放熱器と
して機能させると共に、蒸発器及び温調用熱交換部を吸熱器として機能させ、
　温度調整対象物を加熱する対象物暖機モードでは、圧縮機から吐出された吐出冷媒を、
バイパス通路を介して温調用熱交換部へ導き、吐出冷媒の有する熱を熱源として、温度調
整対象物を加熱し、
　対象物暖機モードにおいて、加熱部の凝縮器における吐出冷媒の放熱量を最も低い状態
に調整する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　除湿用開閉弁１５ａは、第１三方継手１３ａの他方の流出口側と第２三方継手１３ｂの
一方の流入口側とを接続するバイパス通路２２ａに配置されている。除湿用開閉弁１５ａ
は電磁弁であり、バイパス通路２２ａの冷媒通路を開閉する。除湿用開閉弁１５ａは第１
開閉弁の一例である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　そして、暖房用通路２２ｂには、この冷媒通路を開閉する暖房用開閉弁１５ｂが配置さ
れている。暖房用開閉弁１５ｂは電磁弁により構成されている。暖房用開閉弁１５ｂは第
２開閉弁の一例である。
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